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郵便局で切手を買った際 

受け取ったレシートを見て 

みると、そこに消費税の 

額は記載されていません。 

切手は消費税の課税対象で

すが、この計算はいつ行われるのでしょう

か。切手は、はがき等に貼り付けて郵送の手

続きを行った時点で、初めて課税対象とな

ります。これは二重課税となることを防ぐ

為の措置であり、帳簿上では他の物品を購

入した場合と同じように、課税仕入れとし

て計上することが認められています。切手

の購入に係る会計処理は、消費税法上、特別

な処理の 1つと言えるでしょう。 
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今月の商売のヒント：【商売の神髄は「和して同ぜず」】 

仕事上で意見が割れたとき、あなたはどう対処しますか？孔子の

『論語』にこんな一節があります。「君子和而不同（君子は和するも

同ぜず）」。これは「人と協力することはあっても、人の意見や態度

にむやみやたらに同調しない」という教えです。この簡潔な一節に

は、商売の神髄ともいえる深い英知が秘められています。和すると

は調和を保つこと。同ぜずとは、自身の個性を失わないこと。この、

一見相反する２つの要素のバランスこそが、商売の成功へとつなが

る道だと思います。たとえ少人数の会社でも、時には意見の食い違

いから衝突することもあるでしょう。しかしその中で調和を見出し

つつ、各々が自身の独自性を失わない。そう簡単にはいかないもの

ではありますが、そこに価値ある対話が生まれるのは確かです。調

和を保つとは単なる同調ではありません。それは相手の立場を理解 

し、尊重する姿勢です。経営者といえども 

チームの一員と捉えれば、全体の調和を 

乱さない配慮を持ちつつ、同時に自分自 

身の信念や創造性を失わない。この絶妙 

かつ微妙なバランスを保つことこそが、 

真のリーダーシップだと孔子は述べてい

ます。調和を重んじるあまり自己を殺してしまったり、逆に自己主

張が強すぎて周囲とのあつれきを生んだりすることもありますが、

その狭間で揺れ動くのが経営者かもしれません。だからこそ孔子は

「和して同ぜず」を「君子」の特質としてあげ、理想の姿として私

たちに示したのでしょう。日々の決断の中で調和と個性のバランス

を取り続ける。その積み重ねがやがて企業文化となり、会社の個性

となっていくのではないでしょうか。 
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１０月７日は「ミステリー記念日」。世界初のミス

テリー小説（推理小説）とされる『モルグ街の殺

人』を著したエドガー・アラン・ポーが、１８４

９年のこの日に亡くなったことにちなんでいると

か。推理小説というジャンルは、シャーロック・

ホームズから金田一耕助、はたまた東野圭吾のガ

リレオシリーズに至るまでとにかく作品数が多く

「どれを読んだらいいか分からない」という声も。

そんな方は、江戸川乱歩が創設した探偵作家クラ

ブの流れをくむ「日本推理作家協会」主催の日本

推理作家協会賞や江戸川乱歩賞、あるいはミステ

リーのプロフェッショナルが集う「本格ミステリ

作家クラブ」会員が投票で選ぶ本格ミステリ大賞

作品あたりから手に取ってみてはいかがでしょう

か。ドラマ化や映画化などで注目を集める「この

ミステリーがすごい！」大賞作品もおすすめです。

秋の夜長、とりわけまだ暑く寝苦しい晩などは、

ミステリーでわくわくゾクゾクしてみませんか。 
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低迷を感じて挽回し

たくなっても辛抱の

月です。今は結論を出

さず時期を待つこと

で運気は回復します。 

学びや仕事面で意欲

的に活動でき、対人運

も良好な運勢。協力者

にも恵まれるためチ

ャンスを生かして！ 

良くも悪くも予想を

裏切られることがあ

りそうです。現状を維

持しているとチャン

スが訪れるでしょう。 

華やかに見えても何

かと気苦労が多い運

勢です。対人関係では

感情的にならず冷静

に対応すると大吉！ 

今月のマメ知識：【定額減税とは？】 

２０２４年６月から所得税と住民税の「定額減税」がスタートしました。これは家計に影響を及ぼす物価高な

どの対策として「国民の負担を軽減する」ことを目的とした、１年限り行われる制度です。日本国内に住所が 

あり、年間の所得金額が 1805 万円以下の人が対象で、納税者本人だけでなくその配 

偶者などを含めた扶養親族も対象となります。その額は１人あたり所得税から３万 

円、住民税からは１万円の合計４万円です。分かりやすく言えば、給与などが支給さ 

れる際に所得税や住民税が減額されて、受取金額が多くなるという仕組みです。自営 

業者などの事業所得者の場合は、予定納税や確定申告の際にその適用を受けることが 

できます。さらに「定額減税によって住宅ローン控除やふるさと納税の基準が変わっ

てしまうのでは？」と心配する人もいるかと思いますが、これらについては基本的に影響ありません。また所

得税や住民税の納付から減税しきれない世帯には、その差額が「給付金」として支給されます。 


